
ち
ゅ
う
し
入
く
ら
か
ぺ
伽
ふ
く
か
ｂ
、
』
ひ
し
｜
肱
た
だ
い
や
し
人
い
の
ら
一
‐
！

寛
政
五
年
刊
の
黄
表
紙
『
忠
臣
蔵
確
楽
詳
人
唯
で
心
命
」
に
は
、

実
に
多
く
の
演
劇
的
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
作
者
唐
来
三
和
は
芝
居

に
精
通
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
作
品
中
に
お
い
て
芝
居
内
容
の
利
用
を
頻
繁

一
リ
ー
ー

に
行
な
っ
た
こ
と
は
先
学
も
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
り
、
本
＃
に
芝
居
の
婆

素
が
鴨
り
込
ま
れ
た
の
も
、
二
・
和
が
芝
届
迦
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
本
諜
に
つ
い
て
は
、
蛍
表
紙
研
究
の
兄
地
か
ら
は
あ
ま
り

高
い
評
価
が
得
ら
れ
ず
、
注
（
２
）
の
鈴
木
氏
論
考
に

發
場
人
物
の
本
心
を
京
伝
の
善
魂
悪
魂
風
に
一
緒
に
描
き
、
本
人
の
言

動
と
の
懸
隔
に
滑
稽
味
を
出
し
た
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
本
心
の

捕
写
は
さ
ほ
ど
突
飛
な
も
の
で
も
な
い
。
常
識
的
と
ま
で
は
い
か
ぬ
が
、

浄
瑠
璃
を
深
読
み
す
れ
ば
十
分
出
て
く
る
体
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
作

の
存
外
な
つ
ま
ら
な
さ
は
そ
こ
か
ら
き
て
い
る
。
彼
自
身
の
芝
居
見
巧

黄
表
紙
憂
藷
人
唯
一
心
命
』

Ｉ
描
か
れ
た
演
出
Ｉ

は
じ
め
に

茂
表
紙
雨
職
人
唯
一
心
命
」

と
評
さ
れ
る
な
ど
、
芝
喘
要
素
の
多
用
が
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
受
け
止
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
作
に
盛
り
込
ま
れ
た
芝
居
の
要
素
に

は
、
原
作
浄
瑠
璃
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
登
場
人
物
の
台
詞
や
動
作
な
ど
、

当
時
の
群
台
卿
を
写
し
た
と
巷
え
ら
れ
る
表
現
が
多
数
見
ら
れ
、
淡
劇
研
究

の
立
場
か
ら
み
た
場
合
、
ほ
か
の
川
時
代
資
料
に
は
あ
ま
り
記
さ
れ
な
い
、

「
忠
臣
蔵
」
演
出
を
追
う
上
で
の
閲
砿
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
部
分
も
含
ま

れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
演
劇
研
究
の
立
場
か
ら
一
人
唯
で
心
命
」
を
読

み
解
き
、
黄
表
紙
に
含
ま
れ
る
演
劇
関
係
記
事
の
資
料
的
役
荊
に
つ
い
て
も

考
え
て
み
た
い
。

す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
が
触
れ
る
よ
う
に
、
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の
黄
表

音
的
な
忠
原
蔵
解
釈
か
ら
大
き
く
離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。｜

、
『
人
唯
一
心
命
」
の
構
成 齊

藤
千
恵
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紙
は
、
安
永
八
年
刊
「
案
内
手
本
通
人
蔵
」
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー

一
ｍ
Ｊ
－

、
ン
ョ
ン
を
も
っ
て
発
達
し
た
。
沢
田
み
ち
子
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
そ
の
多
く

は
「
筋
書
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
段
を
追
っ
て
進
む
が
、
あ
る
一
つ
の

一
貫
し
た
テ
ー
マ
を
こ
じ
つ
け
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
人
唯
一
心
命
」
も
そ

の
つ
で
あ
る
。
三
和
は
こ
の
作
舳
の
ほ
か
に
も
、
忠
臣
蔵
も
の
の
黄
衣
紙

を
皇
作
肺
残
し
て
い
る
。

「
人
唯
一
心
命
」
一
丁
製
の
「
凡
例
」
の
記
述
に
は
‐

と
あ
る
。
「
忠
胞
蔵
の
し
や
う
る
り
を
も
っ
て
す
じ
と
す
」
、
「
本
文
忠
臣
戯

は
み
な
御
存
の
事
な
れ
ば
筋
詳
を
は
し
ょ
り
」
と
あ
る
通
り
、
本
文
中
に
全

く
ス
ト
ー
リ
ー
の
部
分
が
州
か
れ
な
い
の
が
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
「
仮
名

手
本
忠
胞
蔵
」
の
各
場
而
を
切
り
取
り
、
そ
の
場
伽
に
お
け
る
各
議
場
人
物

の
心
の
動
き
を
捉
え
る
こ
と
を
、
王
眼
と
し
た
の
が
、
「
人
唯
一
心
命
」
の
趣

向
と
い
え
る
。

こ
の
昼
」
う
’
一

一
一
も
心
小

お
山
↓
．
、

一
此
双
紙
は
人
の
心
の
お
な
じ
か
ら
ざ
る
は
人
の
而
の
ご
と
し
と
い
え

一
）

上
？
？
‐
し
り
八
斗
ｑ
、
．
⑫

る
語
に
も
と
つ
き
て
忠
隠
蔵
の
し
や
う
る
り
を
も
っ
て
す
じ
と
す

っ
一
℃
一
わ

か
り

一
心
に
か
た
ち
な
し
仮
に
か
た
ち
を
も
う
け
て
由
良
の
介
が
ぼ
う
だあ

そ

ら
本
蔵
が
あ
く
た
い
お
か
る
が
あ
だ
つ
き
九
太
夫
が
さ
ほ
さ
き
の
遊

こ
、
み
こ
と
旗
基
．
う
い

び
も
心
訶
の
相
違
を
見
す
る
也

ご
ぞ
ん
じ
こ
と

す
じ
か
き
し
る
し

一
本
文
忠
臣
蔵
は
み
な
御
存
の
塀
な
れ
ば
筋
書
を
は
し
ょ
り
、
印
を
も

し
る
し

っ
て
其
人
の
こ
と
は
書
と
し
１
印
を
以
て
心
に
お
も
ふ
事
を
あ
ら
は

す
も
こ
ん
ざ
つ
な
く
兇
変
か
ら
ん
た
め
也

挿
絵
の
各
画
面
に
お
い
て
は
、
中
央
に
大
き
く
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の

一
場
面
を
描
き
、
そ
の
周
辺
に
「
心
」
の
文
字
の
小
人
物
を
描
く
。
小
人
物

は
各
登
場
人
物
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
体
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
。

文
中
の
表
記
で
は
、
や
や
判
別
し
に
く
い
部
分
で
は
あ
る
が
、
、
と
可

の
二
極
頚
の
括
弧
を
用
い
て
お
り
、
、
の
括
弧
に
は
、
主
に
浄
瑠
璃
正
本

か
ら
各
薙
場
人
物
の
台
詞
を
抜
排
き
し
、
あ
る
い
は
台
詞
を
も
じ
っ
た
パ
ロ

デ
ィ
な
ど
を
行
な
っ
て
各
幾
場
人
物
の
衣
川
上
に
あ
ら
わ
れ
る
動
き
を
衣
わ

す
。
押
絵
中
央
に
州
か
れ
た
場
巾
の
台
制
を
記
す
も
の
が
多
い
。
一
方
１

の
括
佃
に
は
、
そ
の
綬
場
人
物
の
心
の
動
き
を
柵
い
た
部
分
を
炎
現
す
る
。

刷
州
に
州
か
れ
た
小
人
物
の
台
詞
や
動
作
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
各
場
血

に
お
け
る
幾
場
人
物
の
心
中
の
眩
き
や
、
そ
の
登
場
人
物
の
動
作
や
台
詞
を

生
か
し
た
表
現
、
ま
た
「
忠
臣
蔵
」
の
他
の
登
場
人
物
と
結
び
付
け
た
表
現

な
ど
が
こ
こ
に
記
さ
れ
る
。
、
に
は
原
作
に
比
較
的
近
い
表
現
、
１
に
は

浄
瑠
璃
か
ら
比
較
的
離
れ
た
、
作
者
の
工
夫
の
多
い
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
人
唯
丁
心
命
」
の
各
画
面
の
構
成
・
文
章
表
現
に
つ
い
て
は
、
お
お
む

ね
こ
の
よ
う
な
整
理
が
可
能
で
あ
る
が
、
挿
絵
に
関
し
て
は
、
先
行
の
「
忠

臣
蔵
」
も
の
作
品
を
踏
ま
え
た
Ⅲ
夫
も
み
ら
れ
る
。

「
人
唯
一
心
命
」
十
五
Ｊ
裏
の
川
工
署
名
に
は
、
「
徴
勝
存
英
意
根
岸
優

裟
潅
凹
」
と
あ
る
。
こ
の
醤
名
に
つ
い
て
、
棚
橋
正
博
氏
「
茂
表
紙
総
覧
」

で
は
、
「
稗
史
捉
喫
」
に
あ
る
通
り
、
根
岸
火
塚
村
在
住
で
あ
っ
た
北
尼
敢

二
、
「
傲
勝
春
英
意
」
の
意
味

二

四



と
す
る
。
『
人
唯
一
心
命
」
の
画
風
は
「
春
英
流
の
役
蕎
似
顔
絵
」
風
の
表

現
で
は
な
く
、
む
し
ろ
春
英
が
多
く
手
掛
け
た
忠
臣
蔵
の
狂
言
絵
な
ど
、
特

定
の
役
者
を
示
さ
な
い
場
合
の
画
風
に
類
似
し
て
い
る
も
の
で
、
登
場
人
物

の
敵
な
ど
を
存
英
風
を
模
し
た
と
兄
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
「
倣
勝
存

英
迩
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

本
件
刊
行
の
前
年
で
あ
る
寛
政
川
年
に
出
版
さ
れ
た
存
英
阿
の
黄
表
紙

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
と
「
人
唯
一
心
命
』
の
挿
絵
を
比
較
し
て
み
る
と
、

両
者
に
あ
る
共
通
点
が
見
い
出
せ
る
〈
次
頁
表
）
“

こ
の
表
を
み
る
と
、
『
人
唯
一
心
命
」
は
、
拙
く
場
面
の
選
定
の
仕
方
に

つ
い
て
は
、
春
英
画
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
に
そ
れ
ほ
ど
強
い
影
響
を
受
け

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
阿
符
が
拙
く
場
伽
が
一
致
し
た
部
分
に
つ
い
て
い

え
ば
、
二
段
Ｈ
は
本
蔵
が
松
を
切
る
場
而
、
三
段
Ｈ
は
判
禰
が
帥
価
に
切
り

か
か
る
場
面
、
五
段
Ｈ
は
定
九
郎
が
与
市
兵
衛
の
財
布
を
奪
う
場
獅
、
六
段

目
は
勘
平
切
腹
の
場
面
を
描
く
な
ど
、
他
の
多
く
の
忠
臣
蔵
も
の
に
も
し
ば

し
ば
捕
か
れ
る
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、
鮮
台
進
行
上
時
間
的
に
ず
れ
の
あ
る

場
面
を
描
い
た
り
、
あ
る
い
は
春
英
画
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
に
な
い
場
面

政
凹
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
後
、

「
倣
勝
春
英
意
」
と
あ
っ
て
勝
川
春
英
の
役
者
絵
の
画
風
を
模
倣
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
挿
絵
に
重
政
の
画
風
を
求
め
難
い
・

幾
場
人
物
の
何
人
か
は
、
春
英
流
の
役
者
似
顔
絵
に
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
詳
細
は
未
勘
。

黄
表
紙
愚
熊
人
唯
一
心
命
』

を
『
人
唯
一
心
命
」
が
描
い
た
箇
所
も
あ
る
。

し
か
し
、
登
場
人
物
の
衣
装
や
背
景
の
事
物
を
み
た
場
合
、
両
者
特
有
の

一
致
点
が
み
え
て
く
る
。
登
場
人
物
の
衣
服
や
、
背
景
の
事
物
に
拙
か
れ
る

図
柄
な
ど
、
す
べ
て
で
は
な
い
も
の
の
、
多
く
の
図
柄
が
双
方
の
作
品
で
一

致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
致
点
の
中
に
は
、
芝
居
で
用
い
ら
れ
て
い

た
た
め
に
、
多
く
の
画
征
資
料
で
類
似
の
挿
絵
が
み
え
る
も
の
も
含
ま
れ
る

が
、
そ
う
し
た
場
合
で
も
、
例
え
ば
五
段
目
の
定
九
郎
で
あ
れ
ば
帯
や
刀
の

模
様
ま
で
が
一
致
し
、
七
段
目
の
山
良
之
助
で
あ
れ
ば
帯
や
裾
に
わ
ず
か
に

見
え
る
模
様
ま
で
同
様
に
拙
か
れ
る
も
の
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
細
部
の
図
柄
ま
で
が
、
両
作
品
に
お
い
て
は
一
致
を
み
る
。
ま
た
、
七

段
Ⅱ
の
竹
森
恵
多
八
・
矢
間
瓶
太
郎
の
衣
装
の
図
柄
や
、
四
段
Ⅱ
の
判
宙
切

腹
の
場
面
に
柵
か
れ
た
左
右
の
襖
の
図
柄
な
ど
、
他
の
剛
証
資
料
や
文
芸
作

品
中
で
は
丁
寧
に
描
か
れ
な
い
部
分
に
お
い
て
も
、
両
作
舳
に
共
通
点
が
兇

出
せ
る
。
双
方
の
作
舶
が
芝
勝
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
描
く
以
上
、
あ

る
程
度
の
共
通
部
分
が
出
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
芝
居
を
写

し
た
ゆ
え
に
、
郷
台
上
で
常
に
同
じ
衣
装
が
川
い
ら
れ
る
幾
場
人
物
の
描
き

方
や
、
背
餓
の
構
造
物
の
揃
き
方
な
ど
は
卿
台
上
の
各
場
血
の
大
道
具
類
の

影
郷
を
多
分
に
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
作
仙
の
一
致
点
は
「
よ
く

捕
か
れ
る
図
」
と
は
一
一
両
い
切
れ
な
い
細
部
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
勝
川
春
英
は
「
忠
臆
蔵
」
の
揃
物
狂
言
絵
も
多
く

残
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
春
英
画

の
揃
物
狂
言
絵
で
管
見
に
入
る
も
の
は
、
四
村
尾
与
八
版
４
繩
、
慨
屋
令
助

版
１
穂
、
蔦
屋
竜
二
郎
版
ｌ
補
、
伊
勢
孫
版
１
種
、
版
元
墹
未
詳
〈
版
元
印

/I



背
景
苛
景
に
描
か
れ
る
必
物
に
同
じ
図
柄
が
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
事
物
の
名
称
を
記
し
た
。

衣
装
一
致
の
度
合
を
記
サ
で
示
し
、
下
に
一
致
し
た
登
場
人
物
を
記
し
た
。

。
…
衣
装
の
図
柄
が
完
全
一
致
す
る
も
の
↑
〉

○
…
衣
装
の
図
柄
が
一
部
一
致
す
る
も
の
。

△
…
図
柄
の
一
部
に
一
致
を
み
る
も
の
の
、
一
致
点
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
範
鴫
で
あ
る
も
の
。

〔
凡
例
〕

場
面
描
か
れ
た
場
面
の
一
致
の
度
合
を
記
号
で
示
し
た
ｃ

○
…
同
じ
場
面
を
描
く
も
の
。

△
…
ほ
ぼ
同
場
面
を
描
く
が
、
浩
干
時
間
的
に
ず
れ
の
あ
る
も
の
。

〈
傳
）
１
種
、
版
元
未
詳
（
版
元
印
な

し
）
ｌ
樋
で
、
計
９
種
敵
を
確
認
し
て

－
１

■
■
，

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
『
人
唯
一

心
命
』
と
の
関
連
を
み
た
と
こ
ろ
で
は
、

黄
表
紙
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
と
一
人

唯
一
心
命
」
と
の
共
通
点
以
卜
に
、
関

連
性
が
強
い
と
魁
わ
れ
る
梛
蹴
の
も
の

は
兇
郵
ら
な
い
。
存
英
阿
の
「
忠
胞
蔵
」

狂
言
絵
の
中
に
は
、
一
部
に
存
英
凹
の

繭
表
紙
「
仮
名
手
本
忠
匝
戯
」
と
Ｍ
じ

構
図
の
浮
世
絵
な
ど
も
残
さ
れ
て
お

り
、
登
場
人
物
の
一
部
の
衣
装
に
類
似

の
図
柄
の
兇
州
せ
る
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
、
一
場
川
に
州
か
れ
た
、
正
要
綬
場

人
物
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
衣
装
に
共

通
点
が
み
ら
れ
る
も
の
や
、
背
景
に
描

か
れ
た
事
物
の
図
柄
の
一
致
な
ど
が
脂

抽
で
き
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
管

見
に
入
っ
た
資
料
の
範
囲
に
お
い
て

は
、
春
英
向
の
浮
世
絵
か
ら
の
影
稗
を

み
る
よ
り
も
、
寛
政
四
年
刊
の
黄
表
紙

か
ら
影
響
を
受
け
た
と
み
る
ほ
う
が
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

1－．
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十
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段
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段
II
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段
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段
目
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段
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段
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十
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九
オ

ヒ
ウ
八
オ

六
ウ
セ
オ

‐L今

ノ､

オ

五
ウ

四
ウ
五
オ

三
ウ
川
オ

ニ
ウ
三
オ

ウ
ニ
オ

一

人
唯
一一心

、

'し、
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ナ
シ
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ウ
Ⅱ
ヱ
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十
九
ウ
廿
オ
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ウ
十
九
オ
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1
セ
ウ
十
八
オ

（
対
応
場
面
ナ
シ
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|、
五
ウ

十
三
ウ
十
四
才

十
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ウ
十
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才

九
ウ
十
オ

八
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九
オ

（
対
応
場
面
ナ
シ
）

セ
ウ
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才
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ノ、

オ
三
ウ
川
オ

ウ
ニ
オ

『
仮
猯
手
本
忠
胞
職
』

○ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ △
場
面

○
義
平
・
芳
松

○
義
平

◎
力
弥
・
本
蔵

○
戸
無
瀬
、
△
小
浪
・
本
蔵

◎
小
浪
、
戸
無
瀬

◎
由
良
之
助
、
○
お
軽

◎
由
良
之
助
・
竹
森
・
矢
間
、
△

与
舎
〃
〆
全

Ｉ
Ⅱ
１
１

｜
、

衛
門

◎
勘
平
・
勘
平
趾
・
郷
右
衛
門

今
、
、
４
７
Ｊ

ﾘｫ
ﾉ1

脚’

◎
定
九
郎
・
７
市
兵
衛

△
川
良
之
助

◎
石
堂
・
薬
師
寺
、
△
判
官

◎
師
直
・
判
宙
・
本
職

◎
燐
挟
之
助
・
本
職

◎
血
義
・
帥
血
・
判
宵
・
牌
挟
之
助
、
○
削
世

衣
装

暖
簾

襖 襖 襖
上
ｊ
止
八

Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
〃



①
大
序
（
｜
丁
裏
二
丁
表
）

ま
ず
大
序
で
あ
る
が
、
直
義
の
心
の
記
述
、

『
人
唯
一
心
命
」
に
お
い
て
、
幾
場
人
物
の
顔
の
描
き
方
を
春
英
風
に
描

く
ば
か
り
で
な
く
、
目
に
つ
き
や
す
い
図
柄
を
春
英
画
の
黄
表
紙
『
仮
名
手

本
忠
臣
蔵
』
か
ら
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
画
面
に
似
か

よ
っ
た
雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
、
敢
え
て
こ
れ
ら
の
部
分
を
引
き
写
し
た
、

と
み
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
傲
勝
春
英
意
」
と
い
う
表
記
に

は
、
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
黄
表
紙
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
か
ら
の
引
き
写
し

を
標
傍
し
、
そ
こ
に
パ
ロ
デ
ィ
の
側
、
み
を
持
た
せ
る
意
味
合
い
を
読
み
取

っ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
、
「
人
唯
一
心
命
』
に
み
ら
れ
る
「
忠
臣
蔵
」
演
出
を
描
い
た

部
分
を
追
っ
て
み
た
い
。
草
双
紙
の
上
演
資
料
と
し
て
の
活
用
法
の
詳
細
に

一
一
Ｊ
一

つ
い
て
は
、
別
稿
で
す
で
に
述
べ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
義
太
夫
狂
言

に
は
原
作
の
浄
瑠
璃
正
本
の
存
在
が
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

浄
瑠
璃
初
波
の
時
点
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
の

上
減
資
料
・
浮
世
絵
な
ど
に
も
多
く
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
記
録
に
度
々
幾
場
す
る
演
出
に
つ
い
て
の
指
摘
は
竹
略
す
る
。
他
の
資
料

と
の
重
複
が
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
上
演
資
料
と
し
て
意
義
深
い
内
容
に
注
月

し
て
以
下
に
採
り
あ
げ
て
い
く
。

三
、
描
か
れ
た
演
出

黄
表
紙
雨
熊
人
唯
で
心
命
』

に
注
Ⅱ
し
た
い
。
大
序
の
長
さ
の
あ
ま
り
退
堀
し
て
い
る
様
子
の
血
義
を
拙

い
た
も
の
で
あ
る
。
「
金
ぱ
く
の
付
た
七
流
言
も
あ
や
ま
る
」
と
い
う
表
記

中
、
「
七
五
一
巳
は
「
仮
名
手
本
忠
原
戯
」
大
序
幕
開
き
に
祝
儀
性
を
込
め

一
一
Ｎ
｜
－

て
川
い
ら
れ
る
「
七
五
三
」
に
従
っ
た
演
川
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
人
唯
一
心
命
』
の
表
記
か
ら
は
、
本
菩
の
刊
行
さ
れ
た
寛
政
五
年
の
時

点
で
、
火
序
に
お
け
る
「
七
五
三
」
を
用
い
た
演
出
が
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら

れ
て
い
た
も
の
か
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
何
ら
か
の
形
で

「
七
五
三
」
に
な
ぞ
ら
え
た
演
出
が
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
と
れ
る
。
現
在
伝

え
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
七
痂
三
」
の
波
出
は
、
お
そ
ら
く
人
序
の
幕

開
き
脚
体
に
祝
儀
性
の
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
派
唯
し
て
い
っ
た
も
の
か

と
想
像
さ
れ
る
が
、
下
座
卉
楽
の
早
い
時
期
の
実
態
を
示
す
資
料
が
乏
し
い

こ
と
も
あ
り
、
哨
時
の
実
態
の
実
証
は
困
難
を
極
め
る
。
注
（
９
）
の
景
山

氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
幕
開
き
に
祝
儀
性
の
要
素
を
含
む
演
出
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
は
歌
舞
伎
史
全
体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
記
録
に
残
り
に

く
い
と
い
う
だ
け
で
、
さ
ら
に
早
い
時
期
に
遡
源
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
Ｑ
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
演
出
の
実
態
が
記
録
に
残
り
に
く
い
と
い
う

１
た
、
よ
し
の
心
は
た
い
く
つ
し
て
し
ひ
れ
を
き
ら
し
ひ
た
い
に

ち
り
を
つ
け
な
か
ら
○
は
や
く
し
ま
っ
て
か
へ
り
て
へ
は
ら
も
よ

つ
ほ
ど
き
さ
ら
ぎ
下
旬
だ
け
ふ
の
ち
さ
う
は
何
を
く
わ
せ
る
か
金

ぱ
く
の
付
た
七
五
三
も
あ
や
ま
る
あ
し
た
は
大
か
た
の
ふ
を
み
せ
る

だ
ろ
う
こ
れ
も
ち
く
生
の
か
わ
を
た
、
い
て
ゆ
う
れ
い
の
う
は
さ
を

い
ふ
や
う
な
も
の
だ

一
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②
二
段
目
（
二
丁
裏
三
丁
表
）

二
段
目
の
こ
の
場
面
で
は
、
若
狭
之
助
の
心
の
台
詞
に

点
を
鑑
み
、
「
忠
胞
蔵
」
大
序
に
お
け
る
「
し
九
・
匡
油
川
の
存
在
を
示
す

記
述
と
し
て
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

本
文
中
の
「
金
ぱ
く
の
付
た
」
と
い
う
部
分
は
、
そ
う
し
た
祝
儀
性
や
、

儀
礼
的
な
演
出
が
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
減
じ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
台
詞
を
胃
っ
て
い
る
の
が
直
疑
で
あ
る
か
ら
、
吹
義
の

金
の
風
折
烏
帆
子
を
も
効
か
せ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
場
面
の
洞
頭
に
は
、
「
此
所
初
段
か
ぶ
と
を
み
つ
く
る
う
ち

は
上
る
り
の
地
な
れ
は
い
つ
れ
も
む
ご
ん
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
当
時
の

演
出
の
実
態
を
示
し
た
部
分
と
捉
え
ら
れ
る
筒
所
で
あ
る
。

と
あ
る
。
二
段
Ⅱ
の
時
点
で
若
狭
之
助
は
本
蔵
に
、
明
日
師
直
を
討
つ
覚
悟

だ
と
明
か
し
て
お
り
、
「
明
Ｈ
の
仕
内
」
と
あ
る
の
は
、
三
段
目
の
松
の
廊

下
の
場
面
で
若
狹
之
助
が
師
直
に
切
り
掛
か
る
こ
と
を
想
定
し
た
記
述
で
あ

え
て
い
る

な
ん
で
も
あ
し
た
の
し
う
ち
は
き
の
脚
や
で
し
や
う
か
仙
し
高
ら
い

や
の
む
す
こ
で
し
や
う
か
こ
ん
や
人
さ
ら
い
を
し
て
す
つ
は
り
と
し

て
の
か
ね
ば
な
ら
れ
へ
は
や
く
あ
し
た
に
し
て
へ
師
血
め
を
人
け

さ
か
か
ら
竹
わ
り
か
ど
う
切
か
わ
ぎ
り
か
そ
れ
よ
り
い
っ
そ

せ
ん
六
ほ
ん
か
い
て
う
か
と
し
る
の
み
で
も
き
ざ
む
や
う
に
こ
風
ろ

る
。
実
際
の
舞
台
上
で
は
、
桃
艸
家
の
執
樅
加
古
川
本
職
が
師
直
に
賄
賂
を

渡
し
、
燐
狭
之
助
が
切
り
掛
ろ
う
と
す
る
血
前
に
師
価
が
謝
罪
し
た
た
め
に
、

將
狭
之
助
は
切
り
つ
け
る
の
を
断
念
す
る
。

こ
こ
で
文
中
に
二
人
の
役
肴
の
希
が
出
て
く
る
。
巨
人
側
の
「
き
の
脚
や
」

は
二
代
Ⅱ
沢
村
示
十
郎
を
指
す
。
三
代
Ⅱ
宗
十
郎
は
、
明
和
九
年
正
月
に
京

三
枡
徳
次
郎
座
で
赫
狭
之
助
を
減
じ
、
こ
の
時
の
評
文
に

と
あ
る
。
こ
の
時
の
若
狭
之
助
は
、
京
都
で
か
な
り
高
い
評
価
を
受
け
た
よ

う
で
あ
り
、
安
永
↑
一
年
十
二
〃
人
坂
嵐
松
次
郎
応
で
燐
狭
之
助
を
減
じ
た
藤

川
柳
蔵
（
後
の
二
代
Ⅱ
膿
川
八
蔵
）
も
、
三
代
Ⅱ
宗
十
郎
の
仕
内
を
採
り
入

れ
て
演
じ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
犬
明
五
年
十
一
月
刊
「
古
今
い
ろ
は
評
林
」
浩
狭
之
助
役
評
に
は
、

［
芝
居
好
］
去
年
一
兀
服
を
せ
ら
れ
て
よ
り
め
き
か
～
と
仕
上
ら
れ
た
ぞ

［
頭
取
日
］
別
し
て
此
度
の
若
狭
の
介
役
町
中
一
統
に
受
よ
く
始
終
短

慮
の
心
持
成
程
大
名
は
あ
の
や
う
な
物
か
と
存
ら
れ
ま
す
ほ
ど
の
出

来
や
う
［
さ
じ
き
よ
り
］
夫
故
位
を
上
ら
れ
た
も
尤
ノ
ー

（
明
和
九
年
三
月
刊
『
役
者
物
見
車
』
沢
村
宗
十
郎
評
）

坂
田
半
五
郎
上
京
の
時
、
今
の
沢
村
宗
十
郎
勤
し
は
、
至
て
評
判
よ
く

ぞ
あ
り
て
、
本
蔵
今
一
度
顔
を
上
げ
い
、
も
う
あ
は
い
ぞ
よ
と
い
ふ
て

は
い
る
仕
内
に
、
大
に
な
み
だ
を
う
か
め
さ
せ
し
也
、
其
比
い
ま
だ
年

も
い
た
っ
て
若
輩
な
る
じ
ぶ
ん
、
其
仕
内
の
よ
る
し
き
は
、
ま
っ
た
く

八



と
あ
る
の
み
で
、
結
挟
之
助
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

「
高
ら
い
や
の
む
す
こ
」
は
三
代
Ⅱ
市
川
高
雌
蔵
を
指
す
。
寛
政
五
年
時

点
で
は
高
麗
蔵
の
父
四
代
目
松
本
幸
四
郎
も
現
役
で
、
一
般
的
に
は
こ
の
時

期
の
「
高
麗
膿
」
と
い
え
ば
こ
の
父
子
を
指
す
。
こ
こ
で
は
四
代
Ⅱ
幸
四
郎

で
は
な
く
封
代
Ⅱ
高
蝿
蔵
を
示
し
た
い
た
め
に
、
「
商
瀧
雌
の
息
子
」
の
炎

現
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
二
代
Ⅱ
高
麗
蔵
は
、
犬
明
三
年
市
村
座
と
犬
明
七

年
桐
座
で
若
狭
之
助
を
演
じ
て
い
る
。
天
明
三
年
の
評
判
は
、
天
明
四
年
正

川
刊
「
役
行
千
両
輔
」
に
「
去
里
の
わ
か
さ
の
肋
は
大
て
い
で
ご
ざ
り
ま
し

た
」
と
記
さ
れ
る
。
尺
明
七
年
の
評
判
は
、

と
あ
っ
て
、
明
和
九
年
上
減
時
に
、
二
段
月
の
本
蔵
と
の
別
れ
の
場
面
で
特

に
絶
賛
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
で
は
、
犬
明
七
年
五
月
中
村
座
で

將
狭
之
助
役
を
減
じ
た
が
、
こ
の
時
の
評
で
は

春
の
清
玄
を
は
じ
め
け
い
政
若
さ
の
介
勘
平
あ
か
れ
や
半
七

迄
一
シ
と
し
て
あ
た
矢
な
く
つ
ず
い
て
評
よ
く
又
此
度
も
桐
座
第

一
の
評
判
ノ
ー
［
頭
取
］
そ
れ
ゆ
へ
ほ
う
ぴ
を
付
ま
し
た

（
天
明
八
年
唯
Ｈ
刊
『
役
者
丘
極
成
就
』
市
川
高
麗
蔵
評
）

去
年
中
村
座
に
て
忠
臣
蔵
の
平
右
衛
門
義
平
と
も
に
て
き
ま
し
た

（
天
明
八
年
正
月
『
役
者
五
種
成
就
」
沢
村
宗
十
郎
評
）

江
戸
の
気
持
を
見
お
よ
び
し
物
と
ぞ

沈
表
紙
面
龍
人
唯
↑
心
命
」

⑥
四
段
目
（
四
丁
裏
五
丁
表
）

川
ｒ
褒
兀
丁
炎
の
判
官
切
腹
の
場
川
で
は
、
大
足
力
弥
の
心
の
記
述
に
、

と
あ
っ
て
、
垪
狭
之
助
を
含
む
こ
の
時
期
の
評
判
が
よ
い
た
め
に
、
弓
矢
の

「
ほ
う
び
」
ま
で
付
い
て
い
る
。
具
体
的
減
出
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
商
い
評
価
を
う
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
あ
し
た
の
し
う
ち
は
き
の
国
や
で
し
や
う
か
但
し
商
ら
い
や
の
む
す

こ
で
し
や
う
か
」
の
表
現
か
ら
は
、
具
体
的
な
若
狭
之
助
に
関
す
る
演
出
方

法
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
の
当
時
、
若
狭
之
助
役
を
減
じ
る

際
の
、
三
代
目
宗
十
即
の
咽
、
三
代
日
高
麗
蔵
の
型
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と

は
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
若
狭
之
助
を
演
じ
た
代
表
的
な
役
者
と

し
て
、
作
行
三
和
が
認
識
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
三
人
で
あ
っ
た
と
み
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

と
あ
り
、
力
弥
の
、
心
が
剛
而
左
下
端
に
拙
か
れ
る
（
Ｍ
１
）
。
こ
の
場
而
は
、

現
行
の
演
出
で
は
、
判
宵
に
「
力
弥
、
力
弥
、
由
良
之
助
は
」
と
問
わ
れ
た

力
弥
が
「
い
ま
だ
参
上
仕
り
ま
せ
ぬ
。
」
と
答
え
る
く
だ
り
が
二
回
繰
り
返

１
力
弥
が
心
は
ゆ
ら
の
介
を
ま
ち
か
ね
ら
う
か
の
か
た
を
さ
し
の

ぞ
き
ノ
ー
○
お
ら
が
お
や
ぢ
も
モ
ウ
末
さ
う
な
も
の
だ
た
ん
な
が

ｎ
む
く
の
は
だ
を
一
シ
ぬ
ひ
で
は
力
弥
ゆ
ら
の
介
は
ま
だ
か
又
．
つ

い
ひ
で
は
力
弥
ノ
ー
ゆ
ら
の
介
は
と
は
だ
を
ぬ
ぐ
た
び
に
き
か
れ
る
に

は
こ
ま
り
き
る
は
や
く
来
れ
ば
よ
い

一

ニ ー

ノし



さ
れ
る
が
、
一
一
回
Ⅱ
で
一
…
Ｉ

は
、
力
弥
や
花
道
近
く
一

ま
で
歩
い
て
い
き
、
そ
一

こ
か
ら
揚
幕
の
ほ
う
を

凡
て
か
ら
「
い
ま
だ
参

ｔ
」
、
判
悔
の
川
仙
に

．
以
っ
て
「
仕
り
ま
せ
…
ｌ

ぬ
・
」
と
い
う
動
き
と

な
る
。
方
の
浄
珊
璃

服
本
で
は
↑
度
の
み

で
、
二
度
繰
り
返
す
こ

と
を
せ
ず
、
力
弥
の
動

作
に
つ
い
て
も
言
及
は

な
い
。
「
人
叩
一
心
命
」
に
は
↑
こ
の
く
だ
り
を
繰
り
返
す
こ
と
、
さ
ら
に

力
弥
が
廊
下
の
方
（
花
道
の
あ
る
左
方
）
ま
で
秘
肋
し
て
由
良
之
助
の
到
済

を
硴
認
す
る
こ
と
が
拙
か
れ
て
い
る
。
寛
政
八
年
ま
で
に
は
、
こ
の
部
分
は

か
な
り
現
行
の
淡
川
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
川
能
で
あ

ブ
ハ
》
０

⑳
五
段
目
（
六
丁
裏
七
丁
表
）

五
段
Ⅱ
で
は
、
疋
九
郎
の
心
の
台
荊
に

む
ご
ひ
り
や
う
ぢ
を
す
る
が
い
や
さ
に
手
ぬ
る
ふ
い
へ
ば
付
あ
が
り
の

と
あ
る
・
挿
絵
の
定
九
郎
も
、
真
樅
か
ら
兄
た
姿
で
州
か
れ
て
い
る
（
図
ワ
ニ
・

「
し
う
ぐ
わ
く
」
（
秀
鵺
）
は
初
代
中
村
仲
祓
、
肛
段
Ⅱ
の
た
ん
郎
役
の
工
夫

を
き
っ
か
け
に
川
Ⅲ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
伐
什
で
あ
る
。
こ
の
椰
分
の
仙

唯
は
一
役
荷
，
蛛
恢
水
川
晩
」
に
あ
る
初
代
仲
戯
の
汝
じ
た
定
九
郎
の
台
刈
と

・
部
一
致
し
た
台
訓
と
な
っ
て
い
る
。

す
る
こ
、
な
死
さ
か
り
お
や
ぢ
め
と
し
う
く
わ
く
は
よ
こ
が
ほ
を
見

せ
て
た
し
か
か
う
ぎ
つ
か
り
と
き
ま
っ
た
つ
け

Ⅲ
せ
り
ふ

こ
れ
と
つ
き
ん
。
ぬ

き
身
を
つ
か
ん
で
丁

か
き
れ
た
。
さ
ぞ
い
一

た
か
ら
ふ
。
ヲ
、
お
》

ら
き
り
や
し
ね
ゐ
ノ
。
》

嘩
誹
叫
嘩
巍
郡
峨
燭
師
一

は
や
く
典
企
を
も
っ

て
い
て
む
こ
や
む
す

め
に
見
せ
て
ノ
よ
る

こ
ば
せ
さ
つ
せ
い
。

ヲ
、
ど
ふ
い
や
こ
ふ

い
ふ
と
。
つ
き
あ
が

可
１
１
．

－
’
壷
莚

一
議

一

品

‐

ｂ

ｑ

・
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今
致
し
て
い
な
い
部
分
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
と
い
う
川
迦
も
あ
る
が
、
初

代
仲
戯
は
繰
返
し
定
允
郎
を
減
じ
て
お
り
、
そ
の
時
々
で
少
し
ず
つ
台
訶
が

異
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
相
違
が
あ
る
か
ら
資
料
と
し
て
当
て
に
な

ら
な
い
の
で
は
な
く
、
「
秀
鵺
は
た
し
か
こ
う
し
た
つ
け
」
と
い
う
言
い
回

し
か
ら
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
の
「
人
唯
一
心
命
」
の
記
述
は
、
寛
政

五
年
時
点
で
作
苦
三
和
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
、
初
代
仲
蔵
演
ず
る
定
九
郎

で
あ
る
、
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

動
作
に
つ
い
て
は
、
「
水
川
鏡
」
と
の
一
致
が
見
い
だ
せ
ず
、
本
件
独
、

の
記
述
で
あ
る
も
の
の
、
与
市
兵
衛
を
殺
害
し
財
布
を
奪
う
場
面
で
の
横
顔

の
定
凡
郎
は
、
先
に
触
れ
た
黄
衣
紙
一
仮
名
手
本
忠
胞
蔵
」
に
も
描
か
れ
て

い
る
。
「
人
唯
・
心
命
」
で
は
、
椰
絵
に
枇
顔
を
拙
く
だ
け
で
は
な
く
、
測

諜
に
「
柚
飢
を
兄
せ
て
ぎ
っ
か
り
と
極
ま
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
初
代
仲

戯
の
定
凡
郎
に
つ
い
て
の
具
体
的
渡
出
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重
な
記

述
と
言
え
る
。
「
仮
名
手
本
忠
唖
蔵
」
の
瓦
段
Ⅱ
の
初
期
演
出
を
一
祁
す
だ
け

で
な
く
、
こ
の
記
述
は
、
役
者
か
ら
役
脅
へ
の
芸
の
継
承
を
考
え
る
上
で
も
、

こ
の
「
横
敵
を
兄
せ
て
ぎ
っ
か
り
と
械
ま
る
」
と
い
う
炎
現
か
ら
は
、
九
代

Ｄ
Ｆ
Ｌ
″

Ｈ
松
本
紫
川
郎
の
得
意
と
し
た
「
横
睨
み
の
兄
得
」
を
想
起
し
う
る
。
五
代
Ⅱ

松
本
幸
四
郎
が
初
代
中
村
仲
蔵
に
私
淑
し
、
秀
鶴
風
の
演
出
を
多
く
採
り
入
れ

て
演
じ
た
こ
と
と
、
こ
の
「
人
唯
〒
心
命
」
の
記
述
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
丘

重
喫
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

り
の
し
た
。
こ
、
な
は
っ
つ
け
お
や
ぢ
め

（
明
和
八
年
瓦
Ⅱ
以
降
刊
『
役
荷
身
振
水
川
鏡
」
奴
定
九
郎
条
）

黄

表
紙

言

lIfltl
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⑤
六
段
目
（
七
丁
裏
八
丁
表
）

六
段
Ⅱ
で
は
、
原
郷
府
衛
門
の
心
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。

代
Ⅱ
幸
四
郎
が
演
じ
た
「
横
兇
得
」
が
、
初
代
仲
蔵
が
演
じ
て
い
た
も
の
を
継

承
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
渡
辺
保
に
、
四
代
Ｈ
市

川
剛
十
郎
の
役
者
絵
に
横
顔
で
描
か
れ
た
も
の
が
多
い
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

初
代
仲
蔵
の
役
苦
絵
に
も
Ｍ
様
に
横
顔
で
州
か
れ
た
作
例
を
多
数
散
兇
す
る
。

こ
う
し
た
役
群
絵
の
す
べ
て
が
「
横
見
得
」
を
描
い
た
も
の
と
考
え
る
の
は
附

難
で
あ
る
が
、
四
代
目
団
十
郎
か
ら
初
代
仲
蔵
を
経
て
五
代
目
幸
四
郎
へ
と
芸

の
継
承
が
行
な
わ
れ
た
、
と
い
う
従
来
の
指
摘
の
中
に
、
こ
の
「
横
見
得
」
を

含
む
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
る
。
「
横
兄
得
」

は
「
鼻
高
幸
叫
郎
」
の
異
名
を
持
つ
兀
代
Ⅱ
松
本
幸
川
郎
が
、
鼻
が
向
い
と
い

う
、
身
の
身
体
的
特
徴
を
生
か
し
て
仙
川
に
正
夫
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
が
ち

。
ｈ
｜

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
原
刷
は
、
初
代
仲
戯
ま
で
は
遡
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
横
顔
の
役
者
絵
が
残
る
だ
け
で
「
横
見
得
」

を
行
な
っ
た
と
い
う
明
確
な
記
録
が
現
在
の
と
こ
ろ
見
出
せ
て
い
な
い
四
代
日

巾
川
川
十
郎
は
と
も
か
く
と
し
て
、
初
代
小
村
仲
戯
が
「
楡
兇
僻
」
を
行
な
っ

た
記
厳
と
し
て
、
注
Ⅱ
し
て
お
き
た
い
心

１
郷
府
術
門
が
心
は
門
ｎ
へ
出
て
あ
た
り
へ
こ
、
ろ
を
つ
け
る
○

か
く
に
み
、
か
ど
に
く
ち
い
は
の
も
の
い
ふ
世
の
中
ゆ
だ
ん
が
な

ら
ぬ
と
は
し
り
こ
む
な
む
さ
ん
い
つ
の
間
に
か
は
ち
の
木
の
も
ん
く

に
な
っ
た

一
一
一
今



と
、
郷
右
衛
門
の
心
が
勘
平
宅
の
門
川
ま
で
行
き
、
聞
い
て
い
る
も
の
が
い

な
い
か
と
、
あ
た
り
を
伺
う
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
３
）
。
郷
右
衛
門

の
表
面
上
の
動
き
は
、
勘
平
の
切
腹
を
受
け
、
敵
討
の
連
判
状
を
勘
平
に
見

せ
る
場
面
を
捕
い
て
お
り
、
こ
の
心
の
動
き
は
、
連
判
状
を
取
り
出
す
に
あ

た
っ
て
、
敵
討
の
計
略
が
他
へ
漏
れ
な
い
た
め
の
配
慮
を
描
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
現
行
の
城
川
と
の
関
連
が
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
、

文
久
三
年
十
↑
Ⅱ
市
村
服
の
台
帳
で
は
、

〈
不
破
数
右
衛
門
の
台
訶
）
息
あ
る
う
ち
に
兇
す
る
物
あ
り
・
・
・
…
弥
派

郎
、
ソ
レ
。

ト
弥
五
郎
、
門
口
を
窺

西
Ｏ

お
ゐ

一
Ｋ
｜

と
あ
っ
て
、
不
破
数
右
衛
門
が

千
崎
弥
八
郎
に
声
を
か
け
、
弥

五
郎
が
門
口
を
窺
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
現
行
の
城
川
で
減

じ
ら
れ
る
の
も
、
弥
八
郎
が
肘

囲
に
日
を
配
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
「
人
唯
一
心
命
」
で

は
郷
右
衛
門
の
心
が
門
口
へ
出

て
い
る
た
め
、
こ
の
時
点
で
は
、

実
際
の
舞
台
上
で
郷
右
衛
門
、

と
記
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
由
良
之
助
の
女
房
お
石
に
、
力
弥
と
の
祝

言
を
断
わ
ら
れ
た
小
浪
が
、
母
戸
無
瀬
に
殺
し
て
と
紬
む
場
面
を
猫
い
て
お

り
、
死
ぬ
前
に
力
弥
に
一
Ⅱ
会
い
た
い
、
と
い
う
小
浪
の
心
が
奥
を
覗
い
て

い
る
。
小
浪
の
心
に
よ
っ
て
、
お
石
の
後
半
の
出
の
舞
台
裏
の
光
景
が
語
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

現
行
の
演
出
で
は
、
お
万
は
小
浪
と
力
弥
の
祝
言
を
断
わ
っ
て
一
度
奥
に

入
り
、
戸
無
瀬
が
小
浪
を
切
ろ
う
と
す
る
の
に
「
御
無
用
」
の
声
を
か
け
た

後
、
三
力
を
持
っ
て
の
榔
畿
場
と
な
る
。
文
久
翼
年
の
台
帷
の
ト
謀
き
に

身
が
連
判
状
を
取
り
出
す
前
に
門
口
を
確
認
し
て
い
た
も
の
か
、
郷
府
衛
門
が
門

口
を
窺
う
よ
う
に
、
弥
五
郎
に
声
を
か
け
る
と
い
う
演
出
が
既
に
で
き
て
い
て
、

そ
れ
を
踏
ま
え
る
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
連
判
状
を
出
す
に
あ
た

っ
て
周
州
に
目
を
配
る
、
と
い
う
点
で
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
演
出
の
原
型
は
な

ん
ら
か
の
形
で
、
既
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

咽
九
段
目
（
十
一
丁
裏
十
二
丁
表
）

九
段
Ｈ
で
は
、
小
浪
の
心
の
動
き
と
し
て
、

可
こ
な
み
が
心
は
力
弥
に
今
め
あ
っ
て
し
に
た
ひ
と
ふ
す
ま
の
た
て

つ
け
よ
り
お
く
を
さ
し
の
ぞ
き
○
力
弥
さ
ん
が
み
へ
さ
う
な
も
の
だ

ア
レ
ノ
ー
し
う
と
の
お
布
さ
ん
が
打
か
け
を
き
か
え
て
三
ほ
う
を
も
っ

て
御
む
や
う
御
む
や
う
と
こ
へ
を
か
け
さ
ん
し
た
は
へ
い
の
鳥
居
の

小
べ
ん
か
火
の
見
の
は
し
こ
の
は
り
ふ
だ
か

一
一
一

一

一
口



第
三
節
に
お
い
て
、
黄
表
紙
「
人
唯
一
心
命
」
に
は
、
「
仮
名
手
本
忠
原

蔵
」
の
演
出
の
う
ち
、
浄
瑠
璃
正
本
、
同
時
代
の
番
付
類
や
評
判
記
の
記
躯
、

浮
出
絵
な
ど
を
川
い
て
も
把
握
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
い
、
多
く
の
減
出
を

砿
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
舞
台
上
の
登
場
人
物
の
動
作
や
台
詞
の
詳
細
を

示
す
ほ
か
、
あ
る
役
を
得
意
と
し
た
役
者
や
、
そ
の
芸
態
の
記
録
ま
で
が
記

「
ト
お
石
、
打
掛
衣
装
に
て
、
白
木
の
三
方
を
持
ち
、
出
で
来
り
」
と
あ
る

こ
と
で
そ
れ
が
読
み
と
れ
、
現
行
の
演
出
で
も
お
石
が
打
掛
を
身
に
つ
け
る

の
は
こ
の
時
で
あ
る
。

『
人
唯
・
心
命
」
の
記
述
は
、
こ
の
お
石
の
衣
装
秤
え
を
指
し
て
お
り
、

衣
装
秤
え
の
場
血
を
特
定
し
う
る
資
料
と
し
て
は
比
較
的
早
い
時
期
の
記
録

と
な
る
。
こ
れ
と
同
様
の
演
出
記
録
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
『
古
今
い
ろ
は

－
９
｜

評
林
」
に
み
え
る
の
み
で
、
衣
装
杵
え
の
存
在
や
椅
杯
え
る
場
耐
を
示
す
こ

の
時
期
の
資
料
は
稀
少
と
い
え
る
。

お
石
の
打
掛
姿
は
こ
れ
以
前
の
番
付
類
や
浮
世
絵
類
に
も
数
点
確
認
で

き
、
お
そ
ら
く
早
い
時
期
か
ら
お
石
が
打
掛
を
蒜
る
演
出
は
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
初
期
台
帳
の
残
っ
て
い
な
い
「
仮
名
手
本
忠
原
蔵
」

で
は
、
途
中
で
衣
装
を
替
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
、
い

つ
ど
の
場
面
で
衣
装
を
椿
え
る
の
か
、
と
い
う
記
録
が
な
か
な
か
残
り
に
く

い
。
そ
の
意
味
で
、
「
人
唯
一
心
命
」
の
記
述
は
、
『
古
今
い
ろ
は
評
林
」
記

邪
の
裏
付
け
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
、
黄
表
紙
に
描
か
れ
た
芸
能

茂
表
紙
雨
猟
人
雌
・
心
命
」

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
役
者
の
動
作
以
外
に
も
、

舞
台
上
の
音
楽
的
要
素
・
時
間
的
要
素
な
ど
の
、
本
質
的
に
紙
上
に
は
記
録

に
残
し
に
く
い
事
柄
に
つ
い
て
、
記
録
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
Ｈ
す
べ

き
で
あ
る
。

一
人
唯
一
心
命
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
表
現
の
役
割
は
、
芝
居
内
容
の
描

き
方
の
細
か
さ
に
よ
っ
て
、
芝
居
通
に
し
か
わ
か
ら
な
い
「
忠
臣
蔵
」
を
描

く
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
番
の
筋
将
の
大
川
と
も
い
え
る
省
略
は
、
衿
が
知
っ

て
い
る
部
分
を
拙
く
こ
と
に
垂
和
の
興
味
が
な
か
っ
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示

し
て
い
る
。
、
の
部
分
に
浄
瑠
璃
の
訶
章
を
多
く
盛
り
込
み
、
浄
瑠
璃
の

文
句
を
引
用
、
も
し
く
は
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
祁
分
に
つ
い
て
は
、
浄
瑠
璃
正

本
を
た
ど
れ
ば
ほ
ぼ
班
解
で
き
る
部
分
で
あ
る
。
可
の
部
分
で
は
、
各
人

物
に
焦
点
を
置
き
、
そ
の
人
物
の
心
中
・
前
後
の
動
作
な
ど
を
自
川
に
描
い

た
。
こ
こ
に
、
芝
階
通
の
、
か
ら
み
た
「
仮
名
手
本
忠
胞
戯
」
の
一
コ
マ
を

こ
と
細
か
に
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
観
察
の
細
か
さ
が
、
叩
時
の
芝
肘
好

き
の
読
桝
に
喜
ば
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
仙
に
は
、
舞
台
上
に
お
け

る
「
当
世
」
が
、
廃
り
沢
山
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
の
三
和
の
血
信
が
、
鹸
終
丁
に
描
か
れ
た
三
和
と
版
一
兀
蔦
屋
飛
三
郎
の
会

話
場
伽
で
の
三
和
の
心
の
台
詞
「
き
ん
ね
ん
の
め
う
さ
く
た
が
な
ぜ
か
ま
だ

ノ
ー
ほ
め
や
う
が
す
ぐ
ね
へ
」
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

二
一
和
が
こ
こ
ま
で
「
忠
臣
蔵
」
の
細
部
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
Ｈ

頭
に
触
れ
た
通
り
、
芝
川
に
精
通
し
て
い
た
と
い
う
三
和
の
個
人
的
性
蘭
も

手
伝
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
三
和
の
作
品
に
限
ら
ず
と
も
、
黄
表

紙
に
芝
居
を
利
川
し
た
も
の
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

一
今
凸
今



『
人
唯
一
心
命
」
に
描
か
れ
る
「
忠
臣
蔵
」
の
内
容
に
は
、
同
時
代
の
上

演
資
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
芝
居
内
容
が
、
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
黄
表
紙
の
工
夫
と
し
て
は
、
芝
居
通
に
し
か
わ
か
ら
な
い
内
容

を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
面
白
み
を
作
品
に
持
た
せ
る
、

と
い
う
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
拝
の
角
書
「
忠
距
蔵
畦
楽
将
」
の
「
忠
臣
蔵
」
は
、
芝
居
の
「
仮
名

手
本
忠
胞
蔵
」
で
あ
る
と
Ⅲ
時
に
、
祥
英
側
の
黄
表
紙
「
仮
名
手
本
忠
胞

蔵
一
で
も
あ
っ
た
。
浄
瑠
璃
の
「
忠
臣
蔵
」
筋
書
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
改
め
て
記
す
こ
と
は
三
和
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
こ

り
、
黄
表
紙
の
特
性
上
、
同
時
代
の
上
演
資
料
類
や
、
そ
の
前
後
の
時
代
の

文
芸
作
品
に
は
描
き
得
な
い
よ
う
な
芝
居
内
容
を
紙
面
に
表
現
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
も
兇
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

上
演
の
一
義
的
資
料
で
あ
る
番
付
類
や
、
改
変
の
少
な
い
青
本
黒
本
・
正

本
写
し
な
ど
は
、
当
時
の
実
態
を
比
較
的
忠
実
に
写
し
た
可
能
性
が
高
い
と

い
う
点
で
上
演
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

資
料
に
お
い
て
は
、
特
定
の
場
面
や
個
別
の
役
背
・
奄
場
人
物
に
つ
い
て
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
一
方
で
、
ス
ト
ー
リ

ー
を
描
く
こ
と
を
Ⅱ
的
と
せ
ず
、
芝
居
の
あ
る
一
部
分
に
焦
点
を
絞
っ
て
、

比
較
的
、
山
な
立
場
か
ら
記
す
こ
と
を
可
能
と
し
た
黄
表
紙
は
、
独
ｎ
の
手

法
で
芝
腓
の
内
容
を
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

に
群
き
加
え
た
、
芝
喘
の
内
容
を
改
変
し
た
心
の
台
詞
Ⅱ
「
壁
楽
諜
」
に

こ
そ
本
書
の
正
夫
が
あ
り
、
存
在
す
る
怠
味
が
あ
る
。
そ
の
「
唯
楽
詳
」

の
部
分
に
お
い
て
、
三
和
は
芝
居
迎
に
し
か
即
解
し
え
な
い
パ
ロ
デ
ィ
を

一
劃
一

盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
は
、
部
分
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

当
時
の
上
演
実
態
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
し
て
も
活
用
し
う
る
情
報
と
も

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

黄
表
紙
を
上
演
資
料
と
す
る
試
み
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
黄
衣
紙
の
特
質
に
よ
っ
て
、
他
の
上
減
査
料
等
に
は
残
り
に
く
い

貴
電
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
部
分
の
抽
出
に
は

労
を
要
す
る
が
、
黄
表
紙
の
芝
隅
利
川
部
分
を
整
班
し
、
減
劇
研
究
の
力
川

で
活
川
し
て
い
く
価
値
は
十
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注（
１
）
以
降
、
本
文
中
で
は
「
人
唯
一
心
命
』
と
略
記
す
る
。

（
２
）
鈴
木
俊
幸
「
唐
来
三
和
の
文
芸
」
壽
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
（
文

学
科
こ
第
五
十
九
号
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
、
中
村
正
明
「
庸
来

三
和
作
黄
表
紙
の
演
劇
的
方
法
」
（
「
国
学
院
雑
誌
」
第
九
十
二
巻
第

九
号
、
平
成
三
年
九
月
）
・
前
群
は
、
「
近
肚
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
」

酒
落
本
井
中
本
作
者
部
、
本
町
篭
三
馬
条
の
「
（
三
馬
が
）
鷺
坂
伴

内
を
忠
臣
也
と
い
ふ
が
こ
と
き
は
占
人
牌
来
三
和
か
経
に
論
せ
し
事

な
れ
と
も
物
に
し
る
し
つ
け
さ
れ
は
取
て
、
説
に
し
た
る
也
」
と
い

う
記
事
を
引
き
、
「
三
和
が
「
忠
臣
蔵
」
に
つ
い
て
う
が
っ
た
一
家

言
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
」
と
も
指
摘
す
る
。

一
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（
３
）
沢
田
み
ち
子
ヨ
忠
臣
蔵
も
の
」
の
黄
表
紙
」
（
「
青
山
語
文
」
第

九
号
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
“

（
４
）
拙
槁
「
上
演
資
料
と
し
て
の
前
期
草
双
紙
ｌ
『
助
六
』
を
事
例

と
し
て
Ｉ
」
（
「
演
劇
研
究
会
会
報
」
第
一
一
十
三
号
、
平
成
九
年
六

月
）
。

（
５
）
寛
政
六
年
刊
「
大
道
具
鯆
幕
無
」
（
初
代
豊
脚
川
、
和
泉
膣
版
）
、

寛
政
十
年
刊
「
家
内
手
本
川
心
戯
」
（
子
興
画
、
蔦
騰
版
）
。

（
６
）
黄
表
紙
に
州
か
れ
た
芝
階
の
綴
場
人
物
の
衣
装
の
図
柄
が
一
致

し
に
く
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
山
一
成
「
黒
本
・
黄
表
紙
等

『
忠
臣
蔵
』
も
の
研
究
ｌ
徳
川
期
「
忠
臣
蔵
」
扮
装
研
究
に
資
す
る

一
調
査
（
上
）
ｌ
」
（
「
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
」
第
五
十
一
号
、

昭
和
五
十
年
二
月
）
に
六
段
目
の
千
崎
弥
五
郎
を
例
と
し
た
指
摘

が
あ
る
。

（
７
）
た
だ
し
す
べ
て
の
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
完
全
に
全
段
揃
っ
て
い

る
も
の
を
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
８
）
「
忠
胞
蔵
」
大
序
に
お
け
る
「
七
（
三
」
を
川
い
た
減
拙
に
つ
い

て
は
、
竹
柴
齪
助
「
大
序
の
析
の
打
力
」
二
役
荷
」
第
Ｋ
号
、
昭

和
二
十
二
年
十
一
Ⅱ
）
に
詳
細
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
犬
飛

立
」
の
析
の
打
ち
方
、
七
五
三
の
置
き
鼓
、
東
西
声
、
役
者
の
顔

の
上
げ
方
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
る
演
出
に
加
え
、
大
道
具
に
つ
い

て
も
七
五
三
の
数
で
作
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
「
犬
王
立
」
の

太
鼓
に
も
「
七
五
三
」
の
口
伝
が
あ
る
（
田
中
伝
左
衛
門
二
忠
臣

蔵
』
の
鳴
物
」
、
「
演
劇
界
増
刊
忠
臣
蔵
」
所
収
、
昭
和
三
十
七

黄
表
紙
面
熊
人
唯
一
心
命
」

年
十
一
月
）
。

（
９
）
景
山
正
隆
「
忠
臣
蔵
の
下
座
音
楽
」
（
「
歌
舞
伎
解
釈
と
鑑
賞
」
、

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）
、
景
山
正
隆
・
杵
屋
栄
左
衛
門
「
嚥
子
研

究
資
料
と
し
て
の
ド
座
附
」
（
「
芸
能
史
研
究
」
第
二
十
一
号
、
昭

和
四
十
一
二
年
四
月
）
で
は
、
「
天
下
立
」
を
は
じ
め
と
し
た
大
序
の

咽
の
伝
承
の
根
は
深
く
、
古
く
は
時
代
狂
言
共
通
の
幕
開
き
の
形

式
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
脂
摘
す
る
が
、
Ｍ
時
に
早
い
時
期
の

ト
応
断
楽
資
料
は
乏
し
く
、
巧
時
の
実
態
が
具
体
的
に
州
み
に
く

い
こ
と
に
つ
い
て
の
指
摘
も
あ
る
。

（
Ⅲ
）
注
（
６
）
の
「
黒
本
・
黄
表
紙
等
「
忠
臣
蔵
」
も
の
研
究
」
に

は
、
天
明
八
年
刊
の
黄
表
紙
『
義
士
之
筆
力
」
の
本
文
に
「
よ
し

公
の
金
の
風
折
烏
帽
子
抜
け
出
で
け
れ
ば
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
義
の
烏
帽
子
が
現
行
と
異
な
る
金
の
風
折
烏
帽
子
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
Ⅱ
）
安
永
三
年
三
月
刊
「
役
荷
位
下
上
」
藤
川
柳
蔵
評
に
は
、

［
評
師
］
当
忠
胞
戯
に
て
桃
の
仲
播
狭
之
介
役
序
も
よ
く
二

つ
Ⅱ
や
か
た
に
て
本
職
に
い
と
ま
ど
ひ
の
問
こ
と
の
外
の
出

来
様
お
ど
ろ
き
人
し
と
の
評
判
［
大
セ
イ
］
き
つ
い
物
ノ
ー

追
付
御
出
枇
思
ひ
や
ら
れ
ま
す
［
芝
居
好
］
京
に
て
今
宗
十

郎
の
あ
て
た
仕
内
も
見
へ
る
ぞ
［
評
師
］
よ
い
所
を
見
付
て

お
い
た
は
則
御
功
者

と
あ
る
。

（
胆
）
初
代
中
村
仲
蔵
の
「
定
九
郎
」
浪
出
に
関
し
て
は
、
水
田
か
や

二
・
八



乃
「
初
仙
中
村
仲
戯
に
よ
る
定
九
郎
波
川
の
定
粁
に
つ
い
て
」

（
「
減
劇
学
」
輔
二
十
六
号
、
Ｍ
利
六
十
年
三
Ⅱ
）
、
今
尾
祈
也
「
仲

蔵
と
定
九
郎
」
二
歌
灘
伎
研
究
と
批
評
」
第
二
十
六
号
、
平
成

十
二
年
十
二
Ｈ
）
、
拙
槁
「
「
忠
臣
蔵
』
五
段
日
の
演
川
ｌ
松
の
水

を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
二
演
劇
研
究
会
会
報
」
第
二
十
六
号
、
平
成
十

三
年
六
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
哩
評
判
記
の
五
代
Ⅱ
松
本
幸
四
郎
評
に
は
、
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』

車
引
の
松
張
丸
に
つ
い
て
、

車
引
の
横
に
ら
み
は
外
に
仕
人
は
有
ま
い

（
文
政
七
年
正
Ｈ
『
役
脅
神
覗
競
」
松
本
幸
川
郎
評
）

街
原
に
お
家
の
松
王
屯
引
の
場
大
傘
を
引
か
つ
ぎ
横
に
ら
み

の
兇
へ
無
類
ｊ
、
［
兇
功
濁
］
こ
の
仁
に
限
り
升

（
犬
保
八
年
正
月
『
役
者
早
速
胴
」
松
本
幸
川
郎
評
）

な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
七
代
Ｈ
市
川
団
十
郎
が
松
王

丸
を
演
じ
た
時
の
評
に
も
、

車
引
の
よ
こ
む
き
の
見
へ
は
ま
る
で
幸
四
郎
だ
［
見
功
者
］

幸
四
郎
は
よ
こ
む
き
の
き
く
顔
ゆ
へ
正
面
か
ら
横
顔
を
見
せ

る
が
い
、
が
白
猿
丈
は
や
つ
は
り
真
向
の
方
が
見
へ
が
い
、

（
犬
保
十
二
年
正
月
『
役
者
舞
臺
壁
市
川
海
老
蔵
評
）

な
ど
の
よ
う
に
、
幸
四
郎
の
松
王
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
役

朽
絵
で
は
、
車
引
の
松
正
丸
以
外
の
役
柄
に
つ
い
て
も
、
五
代
目

松
本
幸
四
郎
を
典
横
か
ら
兇
た
姿
で
拙
く
作
例
は
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。
無
論
、
役
者
絵
の
横
顔
の
作
例
す
べ
て
を
「
見
得
」
を
捕

い
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
前
提
を
汚
慮
す
べ
き

で
は
あ
る
が
、
符
兄
の
範
州
で
は
横
顔
の
幸
四
郎
図
の
作
例
は
文

化
年
間
に
確
認
で
き
、
評
判
記
記
事
よ
り
も
先
行
す
る
形
で
あ
る
。

評
判
記
で
は
「
横
睨
み
の
見
得
」
「
横
向
き
の
見
得
」
な
ど
の
呼
称

が
み
ら
れ
る
が
、
以
降
の
本
文
中
で
は
、
現
在
の
通
称
「
横
見
得
」

を
使
用
し
て
略
記
す
る
。

（
ｕ
）
よ
く
引
か
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
「
劇
神
擢
筆
記
」
に
、

錦
升
〈
五
代
目
幸
川
郎
〉
、
初
ハ
ー
途
二
秀
鶴
ノ
真
似
ナ
リ
シ

ガ
晩
年
ニ
ハ
随
念
〈
四
代
Ⅱ
団
十
郎
〉
一
途
ナ
リ
。
秀
鵺
モ

随
念
ナ
レ
ド
モ
、
コ
レ
ハ
随
念
ノ
小
水
ナ
ル
所
ヲ
ト
リ
。
錦

升
ハ
随
念
ノ
大
場
ナ
ル
所
ヲ
ト
リ
タ
ル
ナ
リ
。

（
〈
〉
内
は
齊
藤
注
）

と
あ
る
。
評
判
記
評
文
中
に
も
、
例
え
ば
「
秀
鶴
い
き
う
つ
し
俊

寛
を
名
残
と
し
て
」
（
寛
政
四
年
正
月
『
役
者
名
所
図
会
』
）
、
「
故

人
秀
鶴
や
五
粒
〈
四
代
Ｈ
団
十
郎
〉
の
狂
言
を
よ
く
お
ぼ
え
て
ゐ

ら
る
、
は
此
仁
ば
か
り
で
ム
リ
升
」
（
犬
保
九
年
正
月
「
役
者
ひ
め

飾
壱
の
よ
う
に
、
五
代
目
幸
四
郎
が
秀
鶴
風
の
演
技
を
行
っ
た
こ

と
に
関
す
る
記
述
は
、
青
年
期
か
ら
晩
年
ま
で
に
わ
た
り
多
数
確

認
で
き
る
。
ま
た
、
三
代
目
中
村
仲
蔵
の
「
四
代
目
・
五
代
目
松

本
幸
四
郎
の
伝
」
（
三
代
Ⅱ
中
村
仲
蔵
著
・
郡
司
正
勝
校
訂
『
手
前

味
噌
」
所
収
。
初
出
は
「
歌
舞
伎
新
報
」
明
治
十
八
年
七
月
～
十

二
月
）
に
五
代
Ⅱ
幸
四
郎
が
定
九
郎
を
初
代
仲
蔵
の
型
で
演
じ
た

時
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
代
目
幸
四
郎
は
初
代
仲

《
今
▲
◆
込
、

．
ｌ

’
ノ



蔵
そ
っ
く
り
に
定
九
郎
を
演
じ
た
が
、
自
分
の
Ⅱ
が
利
か
な
い
の

を
理
由
に
一
簡
所
だ
け
変
更
し
、
初
代
仲
藏
が
与
市
兵
衛
斬
殺
後

に
刀
を
拭
い
な
が
ら
ｔ
手
か
ら
下
手
を
兄
渡
し
た
部
分
を
、
兇
渡

す
の
を
や
め
見
得
を
す
る
だ
け
に
し
た
と
い
う
。

（
旧
）
渡
辺
保
「
川
代
Ⅱ
市
川
川
十
郎
」
第
三
市
「
四
代
Ⅱ
市
川
川
十

酉
ｔ

郎
の
些
風
と
そ
の
素
顔
」
（
筑
摩
苦
腸
、
平
成
六
年
四
Ⅱ
）
・

（
船
）
「
横
見
得
」
は
別
名
「
幸
四
郎
見
得
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
七
代
目

市
川
八
百
蔵
「
登
場
俳
優
の
用
意
舎
人
松
王
丸
」
含
演
芸
画
報
」

大
正
二
年
五
Ⅱ
号
）
、
六
代
Ｈ
尾
上
菊
五
郎
壺
至
（
昭
和
二
十
二

年
、
改
造
社
）
を
は
じ
め
、
芸
談
等
で
は
「
横
見
得
」
を
五
代
Ⅱ

幸
四
郎
の
身
体
的
特
徴
と
結
び
つ
け
て
記
す
こ
と
が
多
い
。

く
げ
）
『
日
本
戯
曲
全
集
」
第
十
五
巻
所
収
。

〈
略
）
こ
の
時
の
上
液
で
は
、
六
段
日
に
勘
平
宅
を
訪
問
す
る
の
は
不

破
数
右
衛
門
と
千
崎
弥
茄
郎
で
あ
る
。

〈
坦
尺
明
八
年
卜
今
川
刊
「
古
今
い
ろ
は
評
林
」
お
い
し
役
評
に
は
、

祝
言
さ
通
ん
と
（
て
立
出
る
時
、
蒜
物
の
上
へ
又
椅
物
を
符

て
帯
せ
す
、
う
ち
か
け
に
て
出
ら
れ
し
は
何
そ
故
実
を
し
ら

れ
て
わ
け
の
有
事
や
い
か
ず
。
も
し
急
な
る
場
ゆ
へ
と
て
帯

の
し
ら
れ
ぬ
間
は
有
ま
し
。
後
に
う
ち
か
け
も
上
き
も
い
き

て
し
ま
は
る
、
時
、
下
に
き
て
ゐ
る
蒜
物
も
術
も
妓
初
と
は

ち
か
ふ
て
有
し
が
、
夫
ほ
ど
の
問
も
あ
ら
は
ま
ん
ろ
く
に
満

か
へ
て
出
た
き
も
の
也

と
あ
る
。茂

表
紙
而
鯉
人
唯
一
心
命
」

付
記
凹
版
の
掲
救
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
東
京
都
立
中
央
図
書
館

加
賀
文
庫
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
さ
い
と
う
．
ち
え
本
学
講
師
）

〈
加
）
歌
雛
伎
の
興
行
実
態
を
一
小
す
資
料
と
し
て
は
、
小
池
章
太
郎

「
考
証
江
両
歌
灘
伎
』
（
昭
和
八
十
四
年
十
Ⅱ
、
三
樹
押
一
ど
な
ど

に
用
い
ら
れ
る
が
、
止
波
さ
れ
た
芝
階
の
内
容
を
写
し
た
浅
科
と

し
て
菰
表
紙
を
川
い
る
先
行
研
究
は
乏
し
い
。
こ
れ
を
試
み
た
の

は
、
注
〈
６
）
の
「
照
本
・
蔽
炎
紙
群
「
忠
胞
蔵
」
も
の
研
究
」

で
あ
っ
た
が
、
黄
表
紙
の
作
中
で
改
変
さ
れ
る
可
能
性
の
大
き
い

芝
居
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
踏
み
込
ま
ず
に
、
意
図
的
な
改
変
の
少

な
い
「
扮
装
」
に
限
定
し
て
述
べ
る
。
渡
辺
保
「
四
代
目
市
川
団

十
郎
の
現
代
歌
舞
伎
へ
の
影
響
」
二
四
代
Ｈ
市
川
剛
十
郎
」
所
収
）

は
安
永
五
年
刊
の
黄
表
紙
「
荷
原
仏
授
手
習
鑑
」
を
扮
装
資
料
と

し
て
用
い
る
が
、
こ
れ
は
青
本
的
性
格
を
残
し
た
、
芝
居
内
容
を

忠
実
に
写
し
た
黄
表
紙
で
あ
る
。
改
変
の
多
い
黄
表
紙
を
上
演
資

料
と
し
て
扱
う
の
は
困
難
だ
と
い
う
考
え
方
が
依
然
支
配
的
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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